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地域医療連携推進法人について
（地域医療構想調整会議の意見）

資料１



１ 急性期等の役割分担 ５ 在宅医療・遠隔医療

２ 地域医療連携推進法人 ６ 医療介護連携に係る情報共有

３ 入院～急性期経過後の流れをルール化 ７ 圏域全体、各医療機関の適正規模

４ 外来 ８ その他

○令和８年３月２６日（木）に開催された地域医療構想調整会議において、「中空知モデ
ル推進区域の取組について」を議題として取上げ、別添資料の下記項目について協議を
行い、各委員から賛同を得られた。

○なお、地域医療連携推進法人の設立については、各首長及び地域医療構想アドバイザー
から準備室などの準備組織を立ち上げることに前向きな意見が多いため、
今年度以降、早急に議論を深めていくことで意見が一致。

【2025年度の検討状況、次年度に向けて（令和8年3月26日 調整会議 資料１（４～５P）次スライド参照）】

～ 地域医療連携推進法人に係る主な意見 ～
・準備組織を早急に立ち上げて議論することが必要。
・地域医療連携推進法人の取組みを進めていただきたい。
・自治体病院の方々と共に準備室を作っていきたい。
・患者情報の共有など地域医療連携推進法人という一つの看板のもとでやったほうが合理的。
・中空知全体の医療を各病院、首長が考える場として地域医療連携推進法人設立は非常に大事。
・病院の収支状況も踏まえると地域医療連携推進法人だけでは足りなくて、事務組合を作ることを
考えないと厳しいのでは。



１ 急性期等の役割分担
新たな構想で創設される「医療機関機能」の考え方を取り入れ、2040年に向けた各医療機関の立ち位置を

一部重なりながら、主として担うもの、一部担うものに分け、中空知全体で見たときに急性期から慢性期・在
宅までカバーする役割分担の方向性を描き、今後、この方向性の下で、個別テーマを検討する。

【参考】2025年度の検討状況、次年度に向けて①

各医療機関の方向性、協議のためのデータを踏まえ、濃い緑を主に担う機能としている。
自院で在宅未実施でも診療所の後方支援が考えられることから、在宅は幅広にしている。
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医療機関機能 砂川市立 滝川市立 赤平市立 市立芦別 奈井江国保 歌志内市立 滝川脳外

急性期拠点機能

高齢者救急・地域急性

期機能

在宅医療等連携機能

専門等機能 ⾧期療養 ⾧期療養 ⾧期療養 ⾧期療養
特定診療科

回 復 期

２ 地域医療連携推進法人
・ これまでの部会で、１の方向性の下で３以降の取組を機能させるには、管内公立病院を中心に１つにまと
まって推進する体制が必要との意見が多かった ⇒ 法人設立に向けた準備組織の設置等について検討。

・ また、国では、都道府県と医育大が連携し、医育大→急性期拠点→地域の医療機関への医師派遣をイメー
ジしているが、地域の中で医療従事者を確保する方策も併行して検討していくため、医師・看護師をはじめ
とする医療従事者の相互支援について、各病院のニーズや支援による効果などを詰めていくほか、他法人が
取り入れている医薬品等共同購入、共同研修など具体の内容についても検討していく。
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３ 入院～急性期経過後の流れをルール化
例えば、砂川市立・滝川市立から地元に戻した患者を両院がフォローする体制（出張外来or遠隔）や年１の

検査等を両院で行う方策、疾患や搬送元に応じた救急搬送のルール化などについて検討。

４ 外来
紹介受診重点医療機関（砂川市立）の進捗と他院の外来の状況についてフォロー。
各病院の持つ強みを活かし相互支援できるか検討。

５ 在宅医療・遠隔医療
北海道医療計画で整備することとしている「連携を担う拠点」、「積極的役割を担う医療機関」の指定、

「拠点」に市町村（介護）が加わり、医療と介護の連携について協議する場の検討。
遠隔医療に関し、砂川市立病院が取り組んでいる厚労省ＩＣＴ支援事業のノウハウを横展開。

６ 医療介護連携に係る情報共有
参加施設拡大など「そらｰねっと」の充実強化。
「砂川みまもりんく」の検証（名寄では介護施設とバイタル等共有し心疾患の再入院を減らす取組）。

７ 圏域全体、各医療機関の適正規模
医療機関の自主的な取組により、Ｒ７年度に芦別▲10床、赤平▲21床、砂川▲87床のほか、Ｒ８年度に

滝川▲71床の予定であり、現構想における2025の必要量1,609床を下回り1,560床となる見通し。
各医療機関の動向を踏まえ、継続して適正規模を検討。

８ その他
（１）１～７の進捗に応じ、住民向けに「中空知の医療を考えるシンポジウム」の検討。
（２）新たな構想の検討に合わせ、南空知・北空知など隣接圏域との合同調整会議開催。
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【参考】2025年度の検討状況、次年度に向けて②
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